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開　講　形　態 既存科目　・　前期 未定

教養 ・ 専門別 教養 未定

社会科学

科 目 番 号 1F-14 生涯学習概論

大　学　等　名 長崎国際大学 未定

履  修  年  次 2年次以上 小テストとレポートによる評価

開  講  場  所 本学キャンパス なし

単  　位　  数 2単位 令和７年４月９日（水）～ 令和８年７月２５日（金）

授  業  定  員 200　人　（うち単位互換定員10人）　 　　時　　分　～　　時　　分（９０分）「毎週　曜日」※未定

　現代社会における日本国民の教育は、学校教育のみならず社会教育との両翼による教育が実践されている。本科目は学校教育と社会教育の
相違点を明確にし、社会教育の目的と意義について理解することをねらいとする。講義内容は、社会教育の歴史、社会教育の基本法令（教育基
本法・社会教育法・図書館法・博物館法等）、社会教育施設（公民館・図書館・博物館等）の概説、回想法の概説である。また、本科目は学芸員
の資格を取得するための必修科目であることから、特に博物館と社会教育に焦点を充てて講義を展開する。

科 目 番 号 3F-11 比較文化論

選  考  方  法 書類選考 なし

連　　絡　　先 長崎国際大学　教務課　TEL　0956-39-2020　　FAX　0956-39-3111

科目内容

大　学　等　名 長崎国際大学 滝　知則（人間社会学部　国際観光学科　教授）

開　講　形　態 既存科目　・　前期 未定

教養 ・ 専門別 専門 未定

単  　位　  数

教養 ・ 専門別 教養 未定

単  　位　  数 2単位 令和７年９月２５日（ 木 ） ～ 令和８年１月２２日（木）

大　学　等　名 長崎国際大学 滝　知則（人間社会学部　国際観光学科　教授）

開　講　形　態 既存科目　・　後期 未定

開  講  場  所 本学キャンパス なし

選  考  方  法 書類選考 なし

授  業  定  員 200人　（うち単位互換定員10人）　 　　時　　分　～　　時　　分（９０分）　「毎週　　曜日」※未定

履  修  年  次 1年次以上 定期試験・課題・授業態度を総合的に評価する。

この講義では、複数の文化を比較することを通じ、文化がいかにその当事者たちにとっては「あたりまえ」のことであり、他者には分かりづらい細
かなところにも文化があるか、を実感することをめざす。こうした実感を通じ、仮に自分が重要性を感じにくいことでも、その文化を有する人たちに
とっては彼女ら・彼ら自身の存否にもかかわるほど大切な場合のあることを理解する。
このようにして文化の大切さを感じることを通じ、お互いを尊重しながら、異文化を持つ人たちと暮らしたり働いたりできる人になることが、この講
義のねらいである。

連　　絡　　先 長崎国際大学　教務課　TEL　0956-39-2020　　FAX　0956-39-3111

科目内容

科 目 番 号 1F-15 異文化コミュニケーション論

授  業  定  員 80人　（うち単位互換定員4人）　 　　時　　分　～　　時　　分（９０分）　「毎週　曜日」※未定

履  修  年  次 2年次以上 定期試験・課題・授業態度を総合的に評価する。

2単位 令和７年４月９日（水）～ 令和８年７月２５日（金）

異文化を理解し国際社会に貢献できる人材になるためのコミュニケーションのスキルを、グループプレゼンテーションを通じて学修する。具体的
には、文化とは何か、コミュニケーションとは何かを理解したうえで、自分とは異なる文化を持つ人に自分の考えと気持ちをどう伝えたらよいか、
また相手の考えと気持ちをどう受け取ればよいかを学ぶ。

連　　絡　　先 長崎国際大学　教務課　TEL　0956-39-2020　　FAX　0956-39-3111

科目内容

開  講  場  所 本学キャンパス なし

選  考  方  法 書類選考 なし
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科 目 番 号 4F-6 観光政策論

大　学　等　名 長崎国際大学 池永　正人（人間社会学部　国際観光学科　教授）

単  　位　  数 2単位 令和７年９月２５日（ 木 ） ～ 令和８年１月２２日（木）

授  業  定  員 100人　（うち単位互換定員5人）　 　　時　　分　～　　時　　分（９０分）　「毎週　曜日」※未定

開　講　形　態 既存科目　・　後期 未定

教養 ・ 専門別 専門 未定

選  考  方  法 書類選考 なし

連　　絡　　先 長崎国際大学　教務課　TEL　0956-39-2020　　FAX　0956-39-3111

科目内容

履  修  年  次 2年次以上 定期試験、小テスト、授業態度を総合的に評価する。

開  講  場  所 本学キャンパス なし

大　学　等　名 長崎国際大学 裵　孝承（人間社会学部　社会福祉学科　講師）

開　講　形　態 既存科目　・　後期 未定

　この授業では、日本の観光政策と、地域の自然・産業・歴史・文化などを地域主導で観光活用した着地型観光の理論および実践について理解
することを目的としている。着地型観光の実践については、まち並み、温泉、イルカウォッチング、雪、歴史的建造物、自然景観といった地域資源
の観光活用の成功例について解説する。

科 目 番 号 4F-7 高齢者福祉

授  業  定  員 80人　（うち単位互換定員4人）　 　　時　　分　～　　時　　分（９０分）　「毎週　曜日」※未定

履  修  年  次 2年次以上 定期試験・課題・授業態度を総合的に評価する。

教養 ・ 専門別 専門 未定

単  　位　  数 2単位 令和７年９月２５日（ 木 ） ～ 令和８年１月２２日（木）

　65歳以上の高齢者の人口は、2030年に総人口の30％を超えることが予測され、高齢者福祉の重要性も高まっている。本講義では、社会福祉
士として理解すべく高齢者の定義と特性を踏まえ、高齢者とその家族の生活とこれを取り巻く社会環境について学ぶ。また、高齢者福祉の歴史
と高齢者観の変遷、制度の発展過程や高齢者に対する法制度と支援の仕組みについて体系的に学習する。加えて、高齢期における生活課題
を踏まえて、社会福祉士としての適切な支援のあり方を理解する。

連　　絡　　先 長崎国際大学　教務課　TEL　0956-39-2020　　FAX　0956-39-3111

科目内容

開  講  場  所 本学キャンパス 教科書代2,750円

選  考  方  法 書類選考 なし
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自然科学

科 目 番 号 3G-5 地球環境論

大　学　等　名 長崎国際大学 平良　文亨（薬学部　薬学科　教授）

開　講　形　態 既存科目　・　後期　 未定

教養 ・ 専門別 教養 未定

単  　位　  数 2単位 令和７年９月２５日（ 木 ） ～ 令和８年１月２２日（木）

授  業  定  員 100人　　（うち単位互換定員　5人）　 　　時　　分　～　　時　　分（９０分）　「毎週　曜日」※未定

履  修  年  次 1年次以上 授業中課題、レポートを総合的に評価する。

開  講  場  所 本学キャンパス なし

　近年の人間活動の増大に伴う環境汚染は、公害問題にとどまらず地球規模での環境問題を引き起こしている。21世紀はこれらの諸問題を解
析・克服して、生態系を含む環境に配慮した行動・施策をとることが重要である。本講義において、地球環境問題の全容を理解するだけでなく、
自ら考え解決する力（行動力）を身に付けることを目的とする。

選  考  方  法 書類選考 遠隔可能

連　　絡　　先 長崎国際大学　教務課　TEL　0956-39-2020　　FAX　0956-39-3111

科目内容




